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はじめに

このガイドについて

このガイドは、AccordNexus を使い始める方、ならびに日々利用される方の両方に 向けたユーザーマニ

ュアルです。

機能ごとに章立てしており、必要な箇所だけを参照する辞書的な使い方も、 最初から順に読み進めて全

体を把握する使い方も想定しています。

このドキュメントの最終ゴールは、「ガイドを見ずに自然に AccordNexus を 操作できる状態」 にあな

たを導くことです。最初は手順を確認しながら 進めてもらい、慣れてきたらガイドを閉じて作業できる

ようになる、 というステップを意識して書いています。

対象読者

このガイドは以下の方を想定しています。

発注者 (バイヤー): IT 開発を社外に依頼する立場の方

受注者 (セラー): 開発を請け負う立場の方

トライアル参加者: ベータ版を試用するモニターユーザー (バイヤー相当の権限)

ロールによってアクセスできる画面は異なります。各章の冒頭に、 「この章の対象ユーザー」を明記して

います。

分冊について (バイヤー編 / セラー編・かんたん版 / フル版)

このガイドは、読者と目的に合わせた分冊 (PDF) でも提供しています。

バイヤー編 / セラー編 — 発注者向け / 受注者向けに、それぞれのロールで使う章だけを収録

かんたん版 (ビギナー) — はじめての方向けに、初回利用で必要な操作だけを厳選した短い版

フル版 — そのロールで使える全機能を収録した版 (セラー編はご契約プランに応じた構成)

最新の分冊は ヘルプセンター の 「ユーザーズガイド」からダウンロードできます。バイヤー編 / セラー

編はタブでいつでも 切り替えられます (ロールに応じたおすすめの編があらかじめ選択されています)。

どの分冊でも章番号と節タイトルは共通のため、 「詳しくは 11.4 を参照」のような分冊をまたいだ参照

はそのまま通用します。

AccordNexus の全体像

https://accordhub-experimental.vercel.app/help


AccordNexus は、IT 開発プロジェクトの 要件定義から見積もり完了までを ひとつのプラットフォーム

で完結 させる SaaS です。

ベータ版についての注意

AccordNexus は現在ベータ版です。新規登録時のロールは 「トライアル」固定 で、AccordNexus の全

機能 (発注者相当) を制限なく お試しいただけます。

試用中に気付いた不具合や改善要望は、ヘッダの フィードバック から お送りください

重大な仕様変更が入る場合があります

本番リリース時には、トライアルアカウントは発注者 (バイヤー) アカウントへ 自動移行する予

定です

詳細は 1.4 ロールについて を参照してください。

用語の前提

このガイドで頻出する用語を簡単に紹介します。詳しくは 8.2 用語集 を参照してください。



用語 意味

案件 (プロジェクト) 1 つの IT 開発プロジェクトの単位。要件 / 議事録 / 見積を全てまとめる

owner / member 案件メンバーの権限。owner は招待や管理ができ、member は閲覧と発言が中心

共通ルーム / 個別ルーム 案件ルームの 2 種類。共通は全社共有、個別はバイヤーと特定セラーの 1on1

RFQ ラウンド 見積依頼の単位。同じ条件で複数セラーに同時に見積を依頼

レートカード セラー会社が事前登録する単価表

マスタードキュメント 議事録の合意事項を集約した、案件全体の正規ドキュメント

困ったときは

機能の使い方が分からない → このガイドの該当章 / ヘルプセンター

バグや改善要望 → フィードバック から送信

緊急の問い合わせ → 運営にメールで連絡 (メールアドレスは別途共有)

それでは、第 1 章「はじめての操作」から始めましょう。

→ 1.1 新規登録

https://accordhub-experimental.vercel.app/help
https://accordhub-experimental.vercel.app/feedback


1.1 新規登録

対象ユーザー: AccordNexus をはじめて利用される方

この節で学べること

AccordNexus アカウントを作成する手順

メール確認のフロー

登録時のロール選択について

操作手順

1. ブラウザで https://accordhub-experimental.vercel.app/auth/login を開く

2. 「アカウントをお持ちでないですか？ 新規登録」をクリック

3. フォームに以下を入力

表示名: チャットや議事録に表示される名前 (例: 山田太郎)

メールアドレス: 業務で使うアドレスを推奨

パスワード: 6 文字以上

組織ロール (複数選択可・任意): 組織で担う役割。後から /account  でいつでも変更

可能

4. 青い「ベータ版のお知らせ」パネルを確認 (現在はトライアルのみ選択可)

5. アカウント作成 をクリック

6. 登録したメールアドレスに確認メールが届くので、リンクをクリック

7. 自動的に AccordNexus にログインし、ホーム画面 /  (ダッシュボード) に移動する

https://accordhub-experimental.vercel.app/auth/login


⚠️  注意点

メール確認リンクをクリックするまではログインできません

業務メールアドレスでの登録を推奨します。アカウント設定で会社の自動提案に 使われます

(詳細は 1.3 アカウント設定)

パスワードリセット機能は現在準備中です。忘れないように管理してください

💡  補足

同じメールアドレスでは同時に 1 アカウントのみ作成可能

ロール (発注者 / 受注者) は登録時に固定されます。後から変更できません

ベータ期間中は トライアル 固定です

次に読む

1.2 ログイン / ログアウト

1.3 アカウント設定



1.2 ログイン / ログアウト

対象ユーザー: 既にアカウントをお持ちの方

この節で学べること

通常のログイン手順

ログアウト方法

セッションの維持期間と再ログインのタイミング

ログイン手順

1. https://accordhub-experimental.vercel.app/auth/login を開く

2. 「ログイン」モードであることを確認 (新規登録モードと切替可能)

3. メールアドレスとパスワードを入力

4. ログイン をクリック

5. ホーム画面 /  (ダッシュボード) に自動的に遷移

🔐  2段階認証 (MFA) を有効にしている場合は、パスワード入力後に 6 桁コードの入力画面が表示さ

れます。認証アプリのコードを入力してください。設定方法は 1.3 アカウント設定 を参照。

https://accordhub-experimental.vercel.app/auth/login


ログアウト手順

1. ヘッダ右上のアバターアイコンをクリック (またはホバー) してアカウントメニューを開く

2. メニュー最下部の ログアウト ボタンをクリック

3. ホーム画面 /  に戻る

📷  SCREENSHOT: ヘッダのログアウトボタン assets/01-getting-started/02-logout.png

⚠️  注意点

セッションは 一定期間維持されますが、長期間アクセスが無いと再ログインを 求められます

共有 PC を使う場合は、必ずログアウトしてからブラウザを閉じてください

次に読む

1.3 アカウント設定



1.3 アカウント設定

対象ユーザー: 全ユーザー

この節で学べること

表示名と所属会社の設定方法

ドメインベースの会社提案の仕組み

新しい会社を登録する方法

既存の会社が「もしかして？」と提案される仕組み (表記揺れ・重複登録の予防)

2段階認証 (MFA) の有効化 / 無効化

アカウント設定画面の開き方

1. ヘッダ右上のアバターアイコンをクリック (またはホバー) してアカウントメニューを開く

2. メニュー内の「プロフィール」または「設定」をクリック

3. /account  ページが開く

表示名を設定する

1. 「表示名」欄に名前を入力 (例: 山田太郎)



2. 50 文字以内

3. 変更を保存 で確定

📷  SCREENSHOT: 表示名入力欄 assets/01-getting-started/03-display-name.png

所属会社を設定する

会社の選択肢は、メールアドレスのドメインから自動で提案されます。

パターン A: 業務メール (例: cal.co.jp)

同じドメインのユーザーが所属している会社が「在籍人数」付きでカードで表示される

カードをクリックして選択

パターン B: フリーメール (gmail.com / yahoo.co.jp など)

自動提案はされない

「+ 新しい会社を登録」から入力

パターン C: 該当なし → 新規登録

「+ 新しい会社を登録」をクリック

会社名を入力 (例: 株式会社Accord)

変更を保存

📷  SCREENSHOT: 会社提案カード (cal.co.jp の例) assets/01-getting-started/03-company-

suggestions.png  📷  SCREENSHOT: 新しい会社の入力欄 assets/01-getting-started/03-new-

company.png

もしかして？ (既存の会社の提案・重複登録の予防)

「+ 新しい会社を登録」で会社名を入力すると、すでに登録されている 似た会社 を 「もしかして？」と

して提示します。同じ会社が「株式会社○○」「○○(株)」「カナ表記」など 人によって違う表記で二重登

録されるのを防ぐためです。

判定の仕組み: 会社名の正規化 (株式会社  /(株)/ 全角・半角 / カタカナ⇄ひらがな の違いを吸

収) と、同じメールドメイン の一致で候補を出します

候補が出たら 「この会社に所属」 で既存の会社を選べます (新しく作り直す必要はありません)

別の会社であれば、そのまま 変更を保存 で新規登録できます

💡  会社の表記がそろっていると、案件作成時の招待で同僚が見つかりやすくなります (2.7 案件作成

時にステークホルダーをまとめて招待する)。

変更できない項目

メールアドレス: 表示のみ



ロール: 表示のみ。ベータ期間中は「トライアル (ベータ参加)」と表示

2段階認証 (MFA) を設定する

パスワードに加えて、認証アプリのワンタイムコードでログインを保護できます (任意)。

1. アカウント設定の下部 「セキュリティ」→「2段階認証を管理」 を開く ( /account/security )

2. 「2段階認証を有効にする」 をクリック

3. 表示された QR コードを認証アプリ (Google Authenticator / 1Password など) で読み取る

4. アプリに表示される 6 桁コードを入力して 確認して有効化

5. 以降、ログイン時にパスワードに加えてコード入力が必要になります

無効化: 同じ画面の「無効化」から解除できます (安全のため、操作時にコード認証を求められ

る場合があります)

端末を紛失した場合: 管理者にご連絡ください (管理者側で 2段階認証をリセットできます)

💡  2段階認証は任意です。設定しなくても利用できますが、セキュリティ向上のため有効化を推奨し

ます。

次に読む

1.4 ロールについて

2.1 案件を作成する



1.4 ロールについて

対象ユーザー: 全ユーザー

この節で学べること

3 つのロール概念 (アカウント / メンバー / 会社)

ロール別の機能アクセス

ベータ期間中の「トライアル」ロールの位置づけ

3 つのロール概念

AccordNexus のアクセス制御は、3 つのロール概念 が組み合わさっています。

概念 値 決まるタイミング

アカウントロール buyer  / seller  / trial サインアップ時。変更不可

プロジェクトメンバーロール owner  / member 案件作成時 (作成者=owner) または招待時

会社種別 buyer  / seller 会社作成時

ロール別 機能アクセス (要約)

機能 trial / buyer (owner) buyer (member) seller (member)

AI ヒアリング (テキスト / 音声) ✅ ❌ ❌

要件概要書 生成 ✅ ❌ ❌

RFQ ラウンド作成 ✅ ❌ ❌

メンバー招待 ✅ ❌ ❌

案件ルームの発言 ✅ ✅ ✅

議事録のアップロード ✅ ✅ ✅

自社の見積編集 (代行可) ❌ ✅

詳細表は 8.1 ロール × 権限の早見表 を参照。

ベータ期間中: trial ロールについて

ベータ期間中、新規登録時のロールは trial  固定です。



trial  は buyer (owner) と同等のフルアクセス を持ちます

全機能を制限なく試せます

本番リリース時に buyer  に自動移行する予定です

次に読む

2.1 案件を作成する

8.1 ロール × 権限の早見表



2.1 案件を作成する

対象ユーザー: バイヤー (案件オーナーになる人)

この節で学べること

新しい案件を立ち上げる手順

カテゴリ選択の重要性

作成後の最初のステップ

操作手順

1. ヘッダの 案件一覧 をクリックして /projects  に移動

2. 案件を作成する ボタン (案件が 1 件もない場合は 最初の案件を作成する) をクリック

3. ステップ 1: 案件名と業界を入力

案件名: 例「自社コーポレートサイトのリニューアル」

業界 (任意): 選ぶと、その業界で見落とされやすい法令・論点を AI ヒアリングと要件

概要書で参考提示します

この時点ではカテゴリは選択しません。カテゴリは後の AI ヒアリングまたはフォー

ム入力で決まります (2.2 カテゴリの選び方 を参照)

4. ステップ 2: 案件のタイプを選択

新規案件: ゼロから AI ヒアリングまたはフォームで要件を整理

既存案件を移行 (10〜15 分): 進行中の案件の合意点・未確認事項を貼り付けて要件

概要書を作成

5. ステップ 3: ステークホルダー招待画面で関係会社・メンバーを一括招待 (スキップ可)



作成後の流れ

ステップ 2 で選んだ案件のタイプによって遷移先が異なります。

新規案件 を選んだ場合: 案件詳細ページに遷移します。ここから AI ヒアリング → 3.3 AI ヒアリ

ング (テキスト) またはフォーム入力 → 3.2 フォームで要件を入力する を選べます

既存案件を移行 を選んだ場合: オンボーディング画面に直接遷移します → 2.6 Baseline オンボ

ーディング

⚠️  注意点

カテゴリは作成時には選択されません。AI ヒアリング中に AI が案件内容を判断して自動的に

設定され、方向転換を検知した場合は途中で自動的に切り替わることもあります

案件のオーナー (作成者) には自動的に owner ロールが付与されます

次に読む

2.2 案件カテゴリの選び方

3.1 要件定義の 3 つの入力方法



2.4 メンバーを招待・削除する

対象ユーザー: バイヤー (owner ロールのみ)

この節で学べること

既存ユーザーを案件に招待 / 案件から削除する手順

owner / member の権限差

副作用としてのセラー会社紐付け

招待 / 削除の入口

メンバーの招待・削除は owner のみ が行えます。入口は 2 か所あり、どちらも同じ 「メンバー」ダイア

ログ が開きます。

案件ダッシュボード: プロジェクト ID のすぐ下にある 「メンバー (人数)」 ボタン

案件ルーム: 画面上部の 「メンバー (人数)」 ボタン

招待手順

1. いずれかの 「メンバー (人数)」 ボタンをクリック

2. 開いた 「案件のメンバー」 ダイアログで、表示名 or メールアドレスで検索 (検索欄は owner

にのみ表示)

3. 候補一覧から該当ユーザーをクリックして招待

4. 招待が完了すると、相手の案件一覧に表示される (メール / 通知は送られません)

削除 (除名) 手順

1. 「メンバー (人数)」ダイアログを開く

2. 外したいメンバーの行の ゴミ箱アイコン をクリック (確認のうえ実行)

3. そのメンバーは案件から外れ、案件にアクセスできなくなります

オーナーは削除できません (自分自身・最後のオーナーを誤って外す事故を防ぐため、ゴミ箱ア

イコンも表示されません)

除名すると、そのメンバーがこの案件で担当していた タスク・ドキュメント・業務フローの担

当割り当ては自動的に解除 されます

セラー会社の紐付け ( project_seller_companies ) はそのまま残ります

💡  案件を作ったばかりで複数人・複数社をまとめて入れたい場合は、2.7 案件作成時にステークホル

ダーをまとめて招待する が便利です。



📷  SCREENSHOT: プロジェクト ID 直下の「メンバー」ボタン assets/02-projects/04-invite-

button.png  📷  SCREENSHOT: 「案件のメンバー」ダイアログ (招待検索 + 削除) assets/02-

projects/04-invite-dialog.png

owner と member の違い

操作 owner member

案件の閲覧 / チャット投稿 / 議事録投稿 ✅ ✅

AI ヒアリング / 要件書生成 ✅ ❌

メンバー招待 / 削除 ✅ ❌

セラー会社の招待 ✅ ❌

RFQ ラウンド作成 ✅ ❌

案件ステータス変更 ✅ ❌

⚠️  注意点

招待できるのは AccordNexus に登録済みのユーザー のみ。未登録の方には 先に新規登録を

お願いしてください

招待時、招待相手が所属している会社が project_seller_companies  に 自動追加されます (セラ

ー会社紐付けの副作用)

招待で追加されたメンバーは常に member 権限になります。owner は案件作成者にのみ自動付

与され、後から他のユーザーを owner に追加する機能はありません

次に読む

2.5 セラー会社を招待する

4.1 共通ルームとセラー個別ルーム



2.5 セラー会社を招待する

対象ユーザー: バイヤー (owner ロール)

この節で学べること

セラー会社を案件に招待する手順

個別ルームの自動生成について

招待されたセラーが見られる範囲

招待手順

セラー会社の招待は、そのセラー会社のメンバーを招待することで自動的に 紐付け が行われます。

1. 2.4 メンバーを招待する と同じ手順で、招待したい セラー会社の社員をメンバー検索

2. 招待相手の所属会社が project_seller_companies  に自動登録される

3. 招待されたセラー会社専用の 個別ルーム が自動生成される

📷  SCREENSHOT: 招待後に表示される個別ルームタブ assets/02-projects/05-individual-room.png

セラー側の見え方

招待されたセラー側のユーザーは、ログイン後に該当案件が一覧に表示されます。 セラーが見られる範

囲は以下です。

案件の要件概要書 (バイヤーが共有したバージョン)

共通ルームのメッセージ

自社のセラー個別ルーム

自社が提出した見積

議事録のうち、自社紐付け or 共通会議のもの

他社の見積金額・他社の個別ルーム・他社のメンバー一覧は一切見えません。

⚠️  注意点

セラー側の人は、まず AccordNexus にアカウント登録 + 所属会社の設定を 済ませている必要

があります (1.3 アカウント設定)

1 案件に対して複数のセラー会社を招待できます

招待を外す機能は現状制限あり。慎重に招待してください



次に読む

4.1 共通ルームとセラー個別ルーム

6.3 RFQ ラウンドを作成する



3.1 要件定義の 3 つの入力方法

対象ユーザー: バイヤー (owner)

この節で学べること

AccordNexus での要件入力 3 パターン

どれを選ぶべきかの判断軸

併用も可能

3 つの入力方法

方法 向いているケース 所要時間の目安

フォーム入力 既に要件が決まっている、定型項目を埋めるだけで良い 10〜30分

AI ヒアリング (テキスト) じっくり考えながら詰めたい、ログを残したい 30〜60分

AI ヒアリング (音声) 早く詰めたい、対話で発想を広げたい 15〜30分

3 つの方法を 併用も可能 です。例: 音声で大枠を決め、フォームで定型項目を補完。

入力データはどこに溜まるか

すべての入力結果は hearing_data  (内部テーブル) に項目別に蓄積されます。 入力方法に関わらず、最終

的に同じ「要件概要書」生成のソースになります。

次に読む

3.2 フォームで要件を入力する

3.3 AI ヒアリング (テキスト)

3.4 AI ヒアリング (音声)



3.3 AI ヒアリング (テキストモード)

対象ユーザー: バイヤー (owner)

この節で学べること

テキスト型 AI ヒアリングの使い方

AI への効果的な答え方

要件項目の更新の見え方

開き方

1. 案件詳細ページ → サイドバー AIヒアリング

2. または /projects/[id]/hearing  に直接アクセス

操作の流れ

1. AI が最初の質問を投げかける (例: 「どのようなサービスを作りたいですか？」)

2. テキストで回答

3. AI が次の質問を生成

4. 進めるごとに 要件項目 が右ペインで自動更新される



5. 各項目は回答済み (✓) / 未回答 (○) のバッジで右ペインの進捗パネルに表示される

6. 大筋が固まったら、入力欄右側の「📄  要件概要書作成」ボタンへ進む

効果的な答え方

短文より、背景・理由を含めた答えのほうが AI の解釈精度が上がる

数字 (期間 / 予算 / ユーザー数) は具体値で答える

「いいえ、◯◯ではなく △△です」のように明示的に訂正可能

まとめて貼り付けると一気に反映されます

すでに企画メモや要件の箇条書きが手元にある場合は、最初に長文でまとめて貼り付けて構いません。AI

が内容を読み取り、該当するヒアリング項目を 一度に抽出して保存 します。同じ内容を 1 問ずつ聞き直

されることはありません。

構造化されたメモ（【目的】 【予算】  などの見出し付き）や、複数項目をまとめた文章を送る

と、進捗バーが一気に埋まります

AI は捕捉した内容を 要約して確認 したうえで、まだ未確認の項目だけ を質問します。すでに

書いた内容（業務フロー・利用人数・予算・納期など）を聞き返すことはありません

書かれていない項目を推測で埋めることはありません（記載された内容だけ を反映します）

案件カテゴリ（業務システム / HP / EC など）も、入力内容から自動で判定してヒアリングを最

適化します

💡  おすすめは、最初の 1 通に 目的・現状の業務・必要な機能・利用人数・予算・納期 をまとめて書

くこと。その後の質問が大幅に減り、ヒアリングが短時間で終わります。 なお、この一括反映は「ま

とまった量」（長文・複数項目）を貼ったときだけ働きます。通常の短い受け答えはこれまでどおりで

す。

⚠️  注意点

会話履歴は逐次保存される。途中離脱してもブラウザを閉じて再開可能

AI の解釈ミスは、その場で訂正するか、後で要件書を直接編集

次に読む

3.4 AI ヒアリング (音声モード) — 同じ画面で音声に切り替え可能

3.5 要件概要書を生成する



3.5 要件概要書を生成する

対象ユーザー: バイヤー (owner)

この節で学べること

要件概要書を AI で生成する手順

生成タイミングの判断

バージョンが付いていく仕組み

生成手順

1. ヒアリング画面 or 案件詳細ページから 要件概要書を生成 をクリック

2. AI が hearing_data  の項目を元に、構造化された要件書を生成

3. 数十秒待機

4. 自動的に /projects/[id]/document  に遷移し、生成結果を表示





いつ生成するか

ヒアリングの主要項目が埋まったら 1 度生成

不足が見つかったら追加ヒアリング → 再生成

全項目を完璧に埋める必要は無い。プロトタイプ感覚で何度も生成 OK

バージョン管理

生成 / 編集のたびに新しいバージョン (v1, v2, ...) が記録される

過去バージョンを呼び出すこともできる

見積依頼 (RFQ) は 特定バージョン に紐付くため、後から要件が変わっても 過去の見積条件は

守られる

次に読む

3.6 要件概要書を編集する

3.7 要件概要書を HTML で出力する



3.8 要件概要書を承認する (確定)

対象ユーザー: バイヤー (owner)

この節で学べること

AI 生成物を「人が承認して確定する」フローの考え方

要件概要書を承認 / 承認取り消しする

承認とフェーズ進捗・編集の関係

なぜ承認が必要か

AccordNexus の要件概要書は AI が生成します。AccordNexus では 「最終確定は人が承認する」 ことを

標準フローにしています。承認前は ドラフト (たたき台)、承認後は 確定 (合意済み) として 扱い、状態が

ひと目で分かるようにしています。

ドラフト状態

要件概要書ページを開くと、タイトルの横に状態バッジが表示されます。承認前は 「ドラフト」 (琥珀

色) です。

⚠️  承認できるのは バイヤー (owner) のみです。セラー (member) には承認ボタンは表示されません (閲

覧は可能)。

承認して確定する

内容を確認したら、「承認して確定する」 ボタンを押します。

承認すると:

バッジが 「確定済み」 (緑) に変わり、承認者と承認日時 が表示されます

案件ダッシュボードの 「要件概要書」フェーズが自動的に完了 します (11.1 フェーズ進捗バー

参照)

イベントログに「要件概要書を承認 (確定)」が記録されます



承認を取り消す

承認後に修正が必要になった場合、owner は 「承認を取り消す」 でドラフトに戻せます。

確定後の編集は新バージョン扱い

確定済みの要件概要書をセクション編集すると、新しいバージョンが作成され、自動的にドラフトに 戻

ります。これにより「いつの内容が合意済みだったか」がバージョン単位で明確に残ります。 編集後

は、再度内容を確認して承認してください。

💡  過去のバージョンは「バージョン一覧」タブからいつでも参照できます (3.6 要件概要書を編集す

る)。

セラー承認 (双務承認)

要件概要書の確定は発注者 (owner) が行いますが、「この版で受注する」というセラー側の合意 も 証跡

として残せます。これを セラー承認 (双務承認) と呼びます。

セラーの承認導線: セラーが見積を提出するとき、見積編集画面に 「要件概要書 v{N} の内容を

確認・同意して提出する」 チェックボックスが出ます。 チェックして提出すると、その版への

同意が記録されます (取り消せません)。

要件概要書ページの表示: バッジで双方の状態が並びます。

バイヤー: 「確定済み」 (自分の承認) と 「セラー承認 N/M 社」 (各セラーの承認状

況)

セラー: 「貴社承認: 済み / 未」

版が新しくなると、その版に対するセラー承認は 0 からになります (要件が変わったら再度の同意が必

要)。 これにより「どの版を双方が合意したか」が明確になります。

対象ユーザー補足: セラー承認の記録はセラー、状況の閲覧は双方。他セラーの承認状況は バイヤー

のみ見えます (会社ごとに分離)。

次に読む

3.6 要件概要書を編集する

11.1 フェーズ進捗バーで「今どこ」を可視化する



4.1 共通ルームとセラー個別ルーム

対象ユーザー: 全ユーザー (案件メンバー)

この節で学べること

2 種類のルームの違い

どちらを使うべきかの判断軸

招待されたセラーの見え方

2 種類のルーム

種類 参加者 用途

共通ルーム (common)
バイヤー + 招待された全セラ

ー
全社共通の連絡、要件の全体共有

セラー個別ルーム

(individual)
バイヤー + 1 セラー会社のみ

個別交渉、技術的深掘り、プライベートな

質問

どちらを使うか

全セラーに同じ情報を伝えたい → 共通ルーム



単価や個別条件を交渉したい → 個別ルーム

個別で良い質問が出たら、答えを共通に 昇格 (promote) することも可能 (4.3 promote)

バイヤー側の見え方

共通 + 招待した全セラーの個別ルーム を切替表示

セラーごとに別の温度感で進められる

セラー側の見え方

共通ルームと、自社の個別ルームのみ表示

他社の個別ルームは一切見えない (RLS で DB レベル防御)

次に読む

4.2 メッセージを送信する

4.3 メッセージを共通ルームへ昇格する



4.2 メッセージを送信する

対象ユーザー: 全ユーザー (案件メンバー)

この節で学べること

メッセージ送信の手順

役割表示 (発注者 / 受注者) の自動付与

改行と書式

@ メンションと既読管理

送信手順

1. 案件詳細 → サイドバー 案件ルーム をクリック

2. 共通ルーム or 個別ルームのタブを選択

3. 下部のメッセージ入力欄にテキストを入力

4. ⌘/Ctrl + Enter で送信 (Enter で改行)

ファイル・画像の添付



入力欄の 📎  ボタンからファイル・画像を選択するほか、ドラッグ&ドロップやクリップボードからの貼

り付けでも添付できます。

@ メンション

文中で @  を入力すると、自分以外のメンバー候補が popover で出ます (部分一致 6 件)。

候補をクリック → 入力欄上部に 「宛先: @山田太郎」 chip が表示

× ボタンで外す

送信すると DB の mentions  に記録され、相手の画面で メッセージが青枠 + 橙バッジ で強調

既読管理

案件ルームを開いた瞬間、見えるルームの全メッセージが「自分の既読」に登録 されます (バ

ックグラウンド)

自分が送ったメッセージの下に 「👁  既読 N / M」 (送信者除く全メンバー対応) を表示

hover で 読者の名前リスト がツールチップで出ます

⚠️  既読は自動マークのみ。手動の「未読に戻す」はありません。

役割表示

自分のメッセージには「発注者」または「受注者」のバッジが自動で付く



表示名は /account  で設定したものが使われる

設定していない場合はメールアドレスから推測表示

⚠️  注意点

共通ルームでの発言は全セラーに見える。社外秘の単価情報などは個別ルームで

削除・編集機能は現状未対応

💡  Tips

重要な意思決定はチャットだけでなく、議事録に記録するのが推奨

後で要件書に反映したいメッセージは、「合意ログを生成」ボタンで合意ログ化できる (4.4 合

意ログ生成)

次に読む

4.3 メッセージを共通ルームへ昇格する

4.4 チャットから合意ログを生成する



7.1 ヘルプセンターの使い方

対象ユーザー: 全ユーザー

この節で学べること

ヘルプセンターのコンテンツ

動画と FAQ の違い

検索のコツ

ヘルプセンターを開く

1. ヘッダの ヘルプ をクリック → /help







コンテンツの種類

種類 用途

チュートリアル シーン別・ロール別の通し体験ガイド

ユーザーズガイド (PDF) 新規登録〜見積まで網羅したマニュアル (フル版 / かんたん版)

操作説明動画 短い動画で機能を視覚的に確認

FAQ よくある質問への回答、テキスト中心

操作説明動画

サービスコンセプト (全体像)

新規登録 / アカウント設定

要件概要書の生成

会議の予約 / 分析

(順次追加予定)

各動画は 1〜2 分。短時間で機能の流れをつかめます。

FAQ カテゴリ

アカウント / プロフィール

案件 (プロジェクト)

ヒアリング

要件概要書

メンバー / セラー会社 (機能アクセス一覧表 含む)

案件ルーム (チャット)

議事録 / 会議

見積 / RFQ

スプリント / アジャイル

通知 / スケジュール

セキュリティ / プライバシー

トラブルシューティング

検索のコツ

カテゴリの見出しを目印にスクロールして探す



質問文を読んで似た内容を探す

それでも分からなければ フィードバック で運営に質問

次に読む

7.2 お知らせをチェックする

7.3 フィードバックを送信する



7.4 Accordに相談 (AI ヘルプアシスタント)

対象ユーザー: 全ユーザー

この節で学べること

「Accordに相談」でできること

開き方と使い方

ロール (バイヤー / セラー) 別の案内

Accordに相談とは

AccordNexus の使い方を、その場で質問できる AI ヘルプアシスタントです。 本ユーザーズガイドの内容

をもとに、操作手順や用語を回答します。 「最初に何をすればいい？」「AI ヒアリングのやり方は？」の

ような質問に、 あなたのロール (バイヤー / セラー) に合わせて答えます。

開き方

1. 画面 右下 の Accordに相談 フローティングボタンをクリック

2. 右側にチャットパネルが開く

3. ログイン後は、どの画面からでも利用できます

💡  左下の「戻る」ボタンと、左右で対になる位置にあります。

使い方

1. パネルを開くと、あなたのロールに応じた最初の案内 (おおまかな進め方) が表示されます

2. 入力欄に質問を入力し、Enter または送信ボタンで送信

改行は Shift + Enter

3. 回答はガイドの該当箇所をもとに生成され、順次表示されます

4. 最初に表示される 質問候補 をクリックして始めることもできます

ロール別の最初の案内



ロール 案内されるおおまかな流れ

バイヤー / トライア

ル

案件作成 → AI ヒアリング → 要件概要書 → セラー招待・案件ルーム → RFQ (見積比

較)

セラー 招待を受けて参加 → 案件ルーム → 要件概要書の確認 → 見積提出

知っておくと便利

💡  回答はユーザーズガイドに基づきます。記載が無い内容は「該当の記載が見つかりませんで

した」と返ることがあります。その場合は 7.1 ヘルプセンター や 7.3 フィードバック をご利用

ください。

⚠️  画面上のやりとりは保存されません。パネルを閉じる / ページを再読み込みすると、チャッ

ト画面の表示はリセットされます。ただし、送信した質問文はサービス改善のためサーバに記

録されます (AI の回答本文は記録されません)。

次に読む

7.1 ヘルプセンターの使い方

7.3 フィードバックを送信する


